


ごあいさつ

　埴輪は、今から約1,750年～1,400年前の古墳時代に、当時の権力者の墓である古墳に並べられてい

ました。埴輪には、円柱の形をした円筒埴輪や、家や人の形をモデルに作られた形象埴輪があります。

古墳時代初頭に近畿地方を中心に埴輪は成立し、前方後円墳とともに日本列島各地に広がります。

　埴輪は古墳時代研究において、当時の儀礼や被
ひそうしゃ

葬者の功績を表現するものとして重視されています。

また、当時の人々の生活や服
ふくしょく

飾などの文化を知る上でも重要な資料です。

　神奈川県では３世紀後半から４世紀前半にかけて築造された古墳から、円筒埴輪をモデルにしたと

考えられる土製品が出土しています。県内で埴輪が本格的に登場するのは４世紀後半以降と考えられ

ており、壺形埴輪、円筒埴輪、朝顔形埴輪からはじまり、５世紀後半には人や動物をモデルにした埴

輪が古墳に並べられるようになりました。

　今年度のかながわの遺跡展「あつまれ！！かながわの埴輪」では、神奈川県内で出土した埴輪を展

示します。神奈川県内における埴輪の出現期の様相や、埴輪の生産遺跡からの供給や流通、かながわ

の埴輪の様相などをご紹介します。本展示を通して、かながわの古墳文化を知るきっかけになれば幸

いです。
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例言

　・本図録は、令和７年度かながわの遺跡展「あつまれ！！かながわの埴輪」の展示図録として作成しました。
　・本展示会は、神奈川県教育委員会（埋蔵文化財センター）・海老名市教育委員会・横須賀市教育委員会の共催によるものです。
　・展示会場と会期は次のとおりです。
　　【海老名会場】海老名市立郷土資料館「海老名市温故館」　 令和７年 12月 18日 （木）～令和８年１月 25日 （日）
　　【横須賀会場】横須賀市自然・人文博物館 令和８年 ２月 ５日 （木）～ ３月 ８日 （日）
　・会期中に講演会を次のとおり行います。
　　第１回　令和７年 12月 21日（日）　山本亮氏（東京国立博物館主任研究員）　於：海老名市役所 401会議室
　　第２回　令和８年１月 11日（日）　伝田郁夫氏（芝山町立芝山古墳・はにわ博物館主任学芸員）
	       於：海老名市役所 401会議室
　　第３回　令和８年３月１日（日）　塚田良道氏（大正大学文学部教授）　於：横須賀市自然・人文博物館　講座室
　・本図録に記載した出土品等の所蔵・保管先について、神奈川県教育委員会所蔵のものは、記載を省略しています。
　・遺跡名称等の記載は、表記の統一を除き、原則として報告書等の記載に従っています。
　・本展示の企画・図録作成は、海老名市教育委員会教育総務課（担当　和田山千暁）、横須賀市自然・人文博物館（担当　萩
　　野はな）の協力を得て、神奈川県教育委員会文化遺産課中村町駐在事務所（埋蔵文化財センター）の小林萌絵が行いました。
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は　じ　め　に

―埴輪の起源―

　埴輪の起源は、弥生時代の墳
ふんきゅうぼ

丘墓に置かれた特
とくしゅきだい

殊器台です。特殊器台は、弥生時代後期（３世

紀前半）の吉
き び

備地方（現在の岡山県周辺）で作られました。普通の器台や壺より、形が大きく、

装飾が華
か び

美なところが特徴です。特殊器台の形や文
もんよう

様、透
すかしあな

孔（　　）は、時間が経過するにつれて、

省略されていきます。

　弥生時代後期から古墳時代初頭（３世紀後半）には、特殊器台と比較すると底の部分（基
きて い

底

部
ぶ

）が真っすぐに変化した特殊器台形埴輪が登場します（　　）。そして、この特殊器台形埴輪は

円筒埴輪に変化します。また、壺形埴輪と円
えんとうはにわ

筒埴輪が一体化した朝
あさがおがたはにわ

顔形埴輪が登場するようにな

ります。

　※このマーク（　　）があるときは、ハニワ君がお話しているので、確認してみてください。

           埴輪にあいている穴は「透孔」

    っていうよ。丸形（○）や三角形（△）、四

角形（□）、　巴
ともえ

形（ ）、いろいろな形の穴があい

ているんだ。特殊器台だったとき、文様（弧
こ た い も ん

帯文）

を映えさせるために穴をあけていたんだけど、そ

の名残らしいよ。弧帯文は二本一束の帯によって

弧や渦が形成された文様のことだよ。イメージは

こんな感じ（         　　　）かな。帯の中を線で

     埋めてる場合が多いよ。

特殊器台の基底部

には突帯が付けられているよ。

形もラッパ状に開いているよ。

特殊器台形埴輪に変化すると

き、底の作りが、簡単になっ

ているのがわかるね。

１　特殊器台から埴輪へ
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　埴輪はおもに円筒埴輪と形
けいしょう

象埴輪（家形埴輪・器
きざい

財埴輪・動物埴輪・人物埴輪（　　）など）に

分けられます。筒形の形をした円筒埴輪は、３世紀後半から古墳に並んでいました。

　建物の形をモデルにした家形埴輪は４世紀前半に登場します。動物埴輪は、動物の種類によっ

て登場した時代に差があります。動物埴輪のなかで最初に登場したのが 鶏
にわとり

形埴輪です。鶏形埴

輪は４世紀中葉に登場しました。次に、４世紀後半に水鳥形埴輪が登場します。５世紀前半、日

本列島に馬が導入されたことにより、馬形埴輪が登場します。武器や武具、威
い ぎ ぐ

儀具（権力者が身

分や、威
いげん

厳を示すために用いた特別な道具）を模
かたど

った器財埴輪は４世紀中葉に登場します。最後

に登場したのが、人物埴輪です。５世紀中葉以降の登場になります。

　そして、関東地方では古墳時代後期（６世紀以降）に埴輪文化が最盛期を迎え、様々な種類の

埴輪が作られるようになります。

―埴輪の種類―

人物埴輪は、盾
たてもちびと

持人という

埴輪が最初に登場するよ。そのあと、

巫
み こ

女や武
ぶ じ ん

人埴輪など、種類が増加するん

だ。６世紀になると、人物埴輪も動物埴

輪も種類が激増するよ。例えば弾
だんきん

琴埴輪

　　も６世紀に登場するよ。

２　埴輪の年表
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４　古墳の形と名称

―埴輪の使い方―

　埴輪は、埴輪窯跡を除くと、基本的に古墳から出土します。円筒埴輪や朝顔形埴輪は古墳を取

り囲むように墳
ふんちょう

頂や段
だんちく

築の平
へいたんめん

坦面に大量に並べられます。このことから、権力者の墓である古墳

の威
い ぎ

儀を整えたり、古墳に悪いものが寄り付かないように防いだりする「結
けっかい

界」のような目的で

並べられていたと考えられています。形
けいしょう

象埴輪は、古墳時代前期には後
こうえんぶ

円部の埋
まいそうしせつ

葬施設の上、古

墳時代中期には墳丘の造
つく

り出し、古墳時代中期後半から後期には段築の平坦面や堤
つつみ

と、配置され

る場所が時代とともに変化します。人物埴輪は古墳の被葬者（古墳に埋葬された権力者）本人や

その人に仕えた人々がモデルで、これらの人物埴輪を含め、形象埴輪が置かれるようになった理

由としては以下のように考えられています。

　①　被葬者が生前行った儀礼や政治等の再現と

　　　保有した武器・武具・宝物等（威
いしんざい

信財）の

　　　誇
こ じ

示

　②　荘
そうごん

厳な葬
そうそうぎれい

送儀礼の再現

　③　被葬者を取り巻く死後の世界を表現

３　古墳各部分の名称

　埴輪が出土する古墳には形にいくつかの種類があります。古墳の形には、葬
ほうむ

られた人の地位、時

期的な流行、地方色などを強く反映していると考えられています。古墳出現期（３世紀中葉）に登

場したのは、方形と円形が合わさった形の前
ぜんぽうこうえんふん

方後円墳です。５世紀には日本列島全体に広まり、７

世紀初めには消滅します。前方後円墳の前方部の長さが短くなった形の古墳もあり、帆
ほ た て が い

立貝形古墳

と呼ばれています。帆立貝形古墳は前方後円墳に埋葬された人よりも、地位の低い人が埋葬されて

いると考えられています。

　方形と方形をあわせた形の前方後方墳は、古墳時代前期（３世紀後半から４世紀）に広く使われ

ていました。基本的には前方後円墳の被葬者より下の地位の人が埋葬されました。前方後方墳の形

のルーツは東海地方西部の弥生墳丘墓にあると言われています。

　円墳は前方後方墳より下位に位置づけられる最も一般的な古墳です。古墳時代中期（５世紀）以

降に小型の古墳が一定のエリアに集中して築かれる群集墳でも主体を占めます。

　方墳は、円墳に次いで多く造られた古墳です。円墳よりも下位に位置づけられます。しかし、前

方後円墳が消滅した古墳時代終末期以降の方墳は、最上位の位置づけに変化します。

　

～古墳いろいろ～

前方後円墳 前方後方墳帆立貝形古墳 円墳 方墳
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　秋葉山古墳群は海老名市に所在し、相模川の東岸に位置

します。尾根上に築かれた古墳群で、前
ぜんぽうこうえんふん

方後円墳が３基、

前
ぜんぽうこうほうふん

方後方墳と方
ほうふん

墳が１基ずつ確認されています。2005年

７月に国の史跡に指定されました。

　第３号墳は、古墳時代前期初頭（３世紀後半頃）に築造

された古墳です。東日本の中でも古い段階の古墳である可

能性が高いです。

　現在は後円部しか残っていませんが、古い記録から全長

50ｍほどの前方後円墳であったと考えられています。壺

や水銀朱の付着した鉢・高坏が出土しています。

―秋
あ き ば や ま

葉山第３号墳―

６　壺（海老名市秋葉山第３号墳出土）

　神奈川県では、弥生時代から続く、壺を墳丘墓に供える祭
さいし

祀が、古墳時代になっても続きまし

た。神奈川県において最古の古墳である海老名市秋
あきばやま

葉山第３号墳（古墳時代前期初頭）や、その

あとに築造される海老名市秋葉山第２号墳（古墳時代前期前半）、南関東では古い段階の前方後

方墳である横浜市緑区稲
いなりまえ

荷前16号墳（古墳時代前期後半）からは埴輪の出土は確認されず、壺

を配置する弥生時代から続く伝統的な祭祀が用いられています。

　古墳時代前期末葉以降になると、伊勢原市小
こがねづか

金塚古墳や海老名市瓢
ひさごづか

簞塚古墳、小田原市小
お だ わ ら

田原

城
じょうせき

跡八
はちまんやま

幡山遺構群、藤沢市片
かたせおおげんた

瀬大源太遺跡などで埴輪が登場します。また、三浦半島側では逗

子市と葉山町にまたがる長
ながえさくらやま

柄桜山第１号墳・第２号墳から埴輪が出土しています。

５　本章で紹介する遺跡位置図①　　　

Ⅰ． 埴輪の登場　in　かながわ
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　第２号墳は、第３号墳に続いて築造された古墳時代前期前半（３世紀末～４世紀初頭）の前方

後円墳です。第２号墳の特徴的な点は、円
えんとうけいどせいひん

筒形土製品や、祭祀・儀礼でしか使われない実用性の

ない底
てい ぶ

部穿
せんこう

孔壺
つぼ
（　　）、二

にじゅうこうえんつぼ

重口縁壺とみられる土器、水銀朱の付着した片口鉢が出土していると

ころです。円筒形土製品は、透孔や突帯などがありませんが、特殊器台形埴輪や円筒埴輪を意識

して作られたものと考えられています。

―秋
あ き ば や ま

葉山第２号墳―

　谷津金ノ台遺跡は小田原市に所在し、足柄平野東側に流れる酒匂川右岸の丘陵上に位置してい

ます。この遺跡が位置する丘陵は谷津丘陵と呼ばれています。

　この遺跡から古墳時代前期（４世紀頃）の前方後円墳の周溝が発見され、周溝からは、破片を

含め、少なくとも５個体の焼成前底部穿孔壺が墳丘が出土しています。

―谷
や つ か ね の だ い

津金ノ台遺跡第Ⅲ地点―

７・８　円筒形土製品（海老名市秋葉山第２号墳出土） ９　壺（海老名市秋葉山第２号墳出土）

10　底部穿孔壺

（小田原市谷津金ノ台遺跡第Ⅲ地点出土）

底に孔（穴）をあけた壺を「底

　部穿孔壺」と呼ぶよ。土器を焼く前に孔

をあけた場合は「焼成前底部穿孔壺」、

焼いた後に孔をあけた場合は「焼成後底部穿

孔壺」と言ったりするよ。

　「二重口縁壺」は、口縁部が二重の段（直

　角に屈曲したあと、さらに大きく外側に

　　開いた状態）になった形の壺のこと

　　　　だよ。
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　小田原城跡八幡山遺構群は小田原市に所在します。小田原駅周辺に延びる丘陵の先端付近に立

地し、県立小田原高校の校地周辺に位置しています。

　戦国時代の小田原城の八
はちまんやまこかく

幡山古郭本
ほんくるわきたぼりあと

曲輪北堀跡を埋めていた土の中から壺形埴輪の破片が出土

しました。古墳の周溝の一部を拡幅して小田原城の堀とした可能性があります。

　壺形埴輪の形状から、古墳時代前期（４世紀後半）と考えられます。壺形埴輪片は本曲輪「高

台」と呼ばれる小高い高まりのすぐ下から出土したため、高台が古墳であった可能性も考えられ

ます。

―小
お だ わ ら じ ょ う せ き は ち ま ん や ま い こ う ぐ ん

田原城跡八幡山遺構群―

12　壺形埴輪（小田原市小田原城跡八幡山遺構群出土）

　壺形埴輪の口縁部です。13の壺形埴輪と同一個体と

考えられています。

13　壺形埴輪（小田原市小田原城跡八幡山遺構群出土）

　壺形埴輪の口縁部です。12の壺形埴輪と同一個体と考

えられています。

11　底部穿孔壺（横浜市青葉区稲荷前16号墳出土）

　稲荷前16号墳は横浜市青葉区に所在し、鶴見

川の支流にあたる谷本川を望む丘陵上に位置し

ます。稲荷前古墳群のうちの一基で、全長38ｍ

の前方後方墳と考えられています。古墳時代前

期（４世紀中葉）以降に築造された古墳と考え

られており、南関東の前方後方墳のなかでは古

い段階ものと考えられています。

　周溝からは赤彩された焼成前底部穿孔壺底部

穿孔壺土器(　　)が出土しています。

―稲
い な り ま え

荷前 16 号墳―

焼成前底部穿孔壺は、

焼く前に底に孔をあけた壺の

ことだけど、貯蔵用の壺として使

うつもりがなく、最初からお墓に

お供えするために作ったみたいだ

　　ね。
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　長柄桜山第１号墳は、逗子市と葉山町の境に所在し、三浦

半島の付け根部分の丘陵上に位置しています。墳頂部からは

西の相模湾と東の東京湾を見ることができ、眺望に優れてい

ます。

　第１号墳の全長は91.3ｍと大型で、墳丘には後円部三段、

前方部二段の段築があります。埴輪は後円部の墳頂部を中心

に出土しています。後円部の中央には長さ約７ｍと長大な竪
たて

穴
あな

の埋
まいそうしせつ

葬施設（粘
ねんどかく

土槨）が見つかっています。

　出土した埴輪は壺形埴輪や円筒埴輪です。とくに円筒埴輪

の透孔は三角形をしており、古い段階の埴輪であることを示

しています。出土資料の形態から、４世紀中葉から後葉にか

けて築造された前方後円墳と考えられています。

―長
な が え

柄桜
さくらやま

山第１号墳―　　　　　　　　　　　　

　第２号墳は第１号墳から西に約400ｍ離れた位置に築か

れています。第２号墳の全長は約88ｍで、第１号墳と比

べると、前方部の幅が広いのが特徴です。

　第１号墳と同様に円筒埴輪と壺形埴輪が確認されていま

す。また、墳丘の表面には第１号墳には見られなかった葺
ふき

石
いし
（　　）が施されています。

　第２号墳は第１号墳より少し遅い時期に築造されたと考

えられています。長柄桜山古墳群は、段
だんちく

築、葺石、埴輪列

を備えており、近畿地方で成立し普及した、前方後円墳を

用いた葬送祭祀のありかたを比較的よく再現しています。

これらの諸施設をもたない古墳が多い神奈川県内において

は、とても重要な特徴です。

―長
な が え

柄桜
さくらやま

山第２号墳―　　　　　　　　　

14　壺形埴輪

（逗子市・葉山町長柄桜山第１号墳出土）

15　壺形埴輪

（逗子市・葉山町長柄桜山第１号墳出土）

16　円筒埴輪

（逗子市・葉山町長柄桜山第１号墳出土）

17　円筒埴輪

（逗子市・葉山町長柄桜山第１号墳出土）

18　壺形埴輪

（逗子市・葉山町長柄桜山第２号墳出土）

　壺形埴輪の頸部です。

19　壺形埴輪

（逗子市・葉山町長柄桜山第２号墳出土）

　壺形埴輪の胴部です。

　葺石は、墳丘の斜

面などに敷きつめら

れた、河原石や礫石

のことだよ。
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　小金塚古墳は伊勢原市の東端で、相

模川の支流である玉川と歌川に挟まれ

た丹沢山塊南端部の標高30ｍ前後のな

だらかな丘陵の先端部に立地していま

す。古墳時代前期末葉（４世紀後葉）

に築造された円墳です。

　周溝から朝顔形埴輪や円筒埴輪が出

土しています。朝顔形埴輪の大きな特

徴は、透孔が三角形をしていることで

す。三角形の透孔は、朝顔形埴輪や円

筒埴輪のなかでも古い時代の個体に多

く施されています。また、朝顔形埴輪

の壺を表現した部分は、胴部が球状に

出っ張っており、朝顔形埴輪を作る際

に壺部分と円筒部分を別々に作ってい

たころの特徴が強く残っています。

―小
こ が ね づ か こ ふ ん

金塚古墳―

23　朝顔形埴輪

（伊勢原市小金塚古墳出土）

22　朝顔形埴輪

（伊勢原市小金塚古墳出土）

　桜山うつき野遺跡は、桜山丘陵北側の比較的緩やかな傾斜地に位置します。桜山うつき野遺跡

は、長柄桜山第２号墳からみて北北東に約250ｍと非常に近接した位置に所在します。桜山うつ

き野遺跡からは壺形埴輪の破片が出土していますが、遺跡内に古墳は確認されていません。また、

周囲の地形からも長柄桜山古墳第１・２号墳以外の古墳を見つけることはできません。

　桜山うつき野遺跡から出土した壺形埴輪と、長柄桜山第１号墳から出土した埴輪を比較すると、

ほぼ同規格の製品であることや、胎
たい ど

土（　　）や成形技法が類似している点から本遺跡出土の埴輪

は、長柄桜山１号墳出土の埴輪と何らかの関係を持っていると考えられています。

―桜
さくらやま

山うつき野
の

遺跡―

20　壺形埴輪

（逗子市桜山うつき野遺跡出土）

　壺形埴輪の底部です。

21　壺形埴輪

（逗子市桜山うつき野遺跡出土）

　壺形埴輪の胴部下半部あたりです。

　胎土とは、埴輪を作

るときの原材料として

使った土のことだよ。
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　瓢簞塚古墳は海老名市に所在し、秋葉山古墳群から南方約2.5kmの座間丘陵頂部に位置してい

ます。周辺一帯に分布する上
かみはまだ

浜田古墳群の一つで、尾根筋沿いにほぼ南北に連なり古墳群を形成

しています。瓢簞塚古墳の墳形は前方後円形で墳長80ｍ級であったと考えられています。

　古墳からは朝顔形埴輪や壺形埴輪が出土しています。埴輪の特徴等から古墳時代前期（４世紀

末葉～５世紀初頭）に築造されたと考えられています。

―瓢
ひ さ ご づ か こ ふ ん

簞塚古墳―

　片瀬大源太遺跡は藤沢市に所在し、片瀬山と境川に挟まれた砂丘上に位置しています。この遺

跡には現在、古墳があった形跡を見つけることはできませんが、過去には高さ約10ｍの「スク

モ塚」と呼ばれていた古墳があり、刀・剣などの副
ふくそうひん

葬品とみられる資料が出土したと伝えられて

います。また、昭和57年度と昭和60年度に行われた開発工事に伴う発掘調査の結果、円筒埴輪

片が出土しています。

　円筒埴輪片の特徴から、埴輪のあった古墳が造られたのは５世紀中葉であると考えられていま

す。

―片
か た せ お お げ ん た

瀬大源太遺跡―

24　埴輪

（海老名市瓢簞塚古墳出土）

　円筒もしくは形象埴輪の可能性があります。

25　壺形埴輪

（海老名市瓢簞塚古墳出土）

27　円筒埴輪（藤沢市片瀬大源太遺跡出土）26　円筒埴輪（藤沢市片瀬大源太遺跡出土）
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　埴輪の作り方は、粘土で形を作り、乾燥させ、最後に焼いて完成になります。埴輪が登場した

当初は、「野
の や

焼き」という方法で焼いていました。「野焼き」は地面に穴を掘り、その穴の周囲

に薪
まき

を積んで焼いていく方法です。

　もう一つは「窖
あながま

窯」を用いて焼く方法で、４世紀末頃に朝鮮半島から硬質の土器を焼く方法と

して伝えられた技術です。５世紀中葉には埴輪を作るのにも窖窯が使われるようになります。埴

輪の量産ができるようになったのも、窖窯の普及が一つの要因です。

　野焼きと窖窯の違いは、埴輪の外見からも確認できます。野焼きの場合は、燃料となる薪
まき

が近

くで燃えているため、黒い煤
すす

が吸着すること（黒
こくはん

斑）が多くあります。一方、窖窯は、薪が燃え

る場所（燃
ねんしょうぶ

焼部）と、埴輪を置いておく場所（焼
しょうせいぶ

成部）が離れているので、煤がついていないも

のが多くなります。

　関東地方で「窖窯」を使った埴輪の生産遺跡は約27箇所確認されています。神奈川県内の埴

輪生産遺跡は唯一で、川崎市宮前区に所在する白
しらいざかはにわようせき

井坂埴輪窯跡です。５世紀後半から６世紀前葉

にかけて操
そうぎょう

業されていたことが判明しており、近隣の古墳に供給するため、散発的な埴輪の生産

が行われたようです。神奈川県内での埴輪の出土量をみると、古墳時代全体を通して埴輪の需

要が周辺都県と比較すると希薄だったようで、大規模かつ継続的な埴輪生産が行われることはな

かったと考えられます。

　６世紀後半以降の神奈川県内の埴輪は、他地域からの搬入品に頼るようになります。特に関東

最大級の埴輪生産遺跡である、埼玉県生
おいねづかいせき

出塚遺跡からの搬入が多くみられます。それ以外にも、

千葉県域や群馬県域で生産された埴輪と共通する特徴を持つ埴輪も神奈川県内から出土していま

す。本章では、白井坂埴輪窯跡と生出塚遺跡の二つの生産遺跡の紹介と、両遺跡から埴輪を供給

された神奈川県内の遺跡を紹介いたします。

28　本章で紹介する遺跡位置図②　　　

Ⅱ． 埴輪の生産と供給
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埴輪は、木でできた板状の工具を使って表面

を整えるよ。整えたときに板が埴輪の表面を

こすって残した跡が、ハケでなでたように見

えるから「ハケメ」って呼んでいるよ。

埴輪についている「ハケメ」は、板状工具の、

年輪の痕跡と考えられているよ。「ハケメ」

を細かく分析することで、同じ工具を使って

作ったかを知ることができ、埴輪の流通を知

ることができるんだ。

②　粘土紐を輪のようにして積み上げていきま

　　す。この方法を「輪
わ づ

積み」といいます。

①　粘土に砂
さ れ き

礫を混ぜて、よく練ります。

③　輪積みにした粘土の境目を指でならします。

④　②～③を繰り返します。

⑤　表面を整えます。整える際には、木製の工

　具で表面をならして整えます
（　　）

。

　　古墳時代前半には、１次調整として縦方向

　に、２次調整としてを横方向に工具を使って

　２回に分けて整えます。

　　古墳時代後半になると、１回目の縦方向の

　調整だけで終わってしまう円筒埴輪が増加し

　ます。

⑦　粘土紐を使って、突帯をつけます。

⑥　上端の縁（口
こ う え ん ぶ

縁部）を整えます。整

　える際には、動物の皮などを使い、な

　でて整えます。

⑧　透孔をあけます。

⑨　よく乾かして焼いたら完成です。

　　窖窯は、丘陵の斜面をトンネル状

　に掘って、造られました。火は下か

　ら焚
た

いて（燃焼部）、煙は上から出

　る（煙道部）ようになっています。

　　埴輪は焼成部に置かれます。普通

　サイズの円筒埴輪なら、１回で平均

　20 ～ 30 本焼くことができます。

～埴輪の作り方～

29　埴輪の作り方
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30　円筒埴輪

（川崎市白井坂埴輪窯跡出土）

　第Ⅰ群の円筒埴輪です。

　県内唯一の埴輪生産遺跡である白井坂埴輪窯跡は、川崎市宮前区に所在しています。遺跡は多

摩川と境川に挟まれた多摩丘陵北部にある、丘陵斜面から尾根上に立地しています。遺跡からは、

円筒埴輪片や朝顔形埴輪片、馬形埴輪片等が見つかっています。埴輪窯跡に残される埴輪は製造

時の失敗等が理由で出荷されなかったものが多いため、多くは破片で出土しています。また、生

産遺跡ならではと言えるのが、埴輪の素材である粘土のかたまりが見つかっていることです。

　白井坂埴輪窯跡で作られた埴輪の特徴は、埴輪表面の調整に用いられた工具の痕跡であるハケ

メの幅が広く、また、埴輪の色が白っぽいところです。ハケメの特徴や円筒埴輪の形状から、白

井坂埴輪窯跡で作られた埴輪は３群に大別することができます。

　・第Ⅰ群：円筒埴輪は３条の突帯で間隔４段の構成をしています。外面（表面）の調整として、

	 　　　１段目を除く各段に１次調整として縦方向のハケ調整をしたあと、２次調整で横

　　　　　　方向のハケ調整をしています。円形の透孔は、第３段のみにあけられています。

　・第Ⅱ群：第Ⅰ群と同じ３条突帯、間隔４段の構成をしています。外面の調整は、１次調整の

　　　　　　縦方向のハケ調整のみを行います。円形の透孔を第３段にのみあける個体が多いが、

　　　　　　第２・３段にあけているものもあります。

　・第Ⅲ群：具体的な構成は不明です。外面の調整は縦方向のハケ調整のみです。第Ⅱ群と比較

　　　　　　すると小形と考えられています。

　白井坂埴輪窯跡の操業は５世紀後葉から６世紀前葉までの短いもので、白井坂埴輪窯跡周辺地

域の古墳に埴輪を供給するために、行われていました（　　）。

―白
し ら い ざ か は に わ よ う せ き

井坂埴輪窯跡―

31　円筒埴輪

（川崎市白井坂埴輪窯跡出土）

　第Ⅱ群の円筒埴輪です。

32　円筒埴輪

（川崎市白井坂埴輪窯跡出土）

　第Ⅲ群の円筒埴輪です。

　　　これから紹介する西福寺古

　墳や二子塚古墳は白井坂埴輪窯跡

から埴輪を供給されたよ。白井坂埴輪窯

跡から西福寺古墳までは約 3.8 ㎞、二

子塚古墳までは約５km しか離れていな

　　いんだ。



13

　川崎市高津区に所在し、標高約40ｍの概ね平坦な東西に延びる台地の西端に位置しています。

径30ｍの円墳で、神奈川県の指定史跡になっています。昭和57（1982）年に保存整備のため

の発掘調査が実施され、周溝から埴輪が出土しました。出土状況から埴輪は墳丘裾部を囲うよう

に並べられていたと考えられます。

　出土した埴輪の特徴として、円筒埴輪や朝顔形埴輪には、太い縦線のハケメがあります。白井

坂埴輪窯跡と同様の特徴をもちます。白井坂埴輪窯跡で作られた埴輪が、西福寺古墳に供給され

たことを表しています。

　川崎市高津区に所在し、多摩川右岸の自然堤防上に立地します。この古墳の存在は江戸時代に

編
あ

まれた『新
しんぺ ん む さ し ふ ど き こ う

編武蔵風土記稿』に記載があります。現在では墳丘の姿を確認することはできませ

んが、付近に建てられた石碑には、大正時代に墳丘が削平されたと刻まれています。

　令和５（2024）年に開発事業に伴う発掘調査が実施されました。その結果、周溝の一部と、

埴輪が発見され、二子塚古墳の存在が確認できました。出土した埴輪の大部分が円筒埴輪で、一

部朝顔形埴輪が確認されています。二子塚古墳から出土した埴輪には、白井坂埴輪窯跡で作られ

た埴輪と同様のハケメの特徴があります。このことから、二子塚古墳に並べられた埴輪は、白井

坂埴輪窯跡で作られたものと考えられます。

―西
さ い ふ く じ こ ふ ん

福寺古墳―

―二
ふ た ご づ か こ ふ ん

子塚古墳―

37　朝顔形埴輪

（川崎市西福寺古墳出土）

33　円筒埴輪

（川崎市西福寺古墳出土）

34　円筒埴輪

（川崎市西福寺古墳出土）

35　円筒埴輪

（川崎市西福寺古墳出土）

36　円筒埴輪

（川崎市西福寺古墳出土）

38　円筒埴輪

（川崎市二子塚古墳出土）

40　円筒埴輪

（川崎市二子塚古墳出土）

39　円筒埴輪

（川崎市二子塚古墳出土）
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　生出塚遺跡は、関東平野の中西部に広がる大宮台地の北端部東辺に立地し、埼玉県のほぼ中央

に位置する鴻
こうのす

巣市に所在しています。

　これまでの発掘調査の結果、埴輪窯跡40基、工房跡２基、粘土採掘坑跡１基、住居跡９軒、

古墳18基が見つかっています。埴輪窯跡は６世紀初めから末までの約100年間にわたって操業

されていたことが明らかになっています。

　窯跡からは円筒埴輪をはじめ、家、人物、動物（馬
うま

・鹿
しか

・猪
いのしし

・犬
いぬ

・鳥
とり

）、器財（翳
さしば

・蓋
きぬがさ

・

太
た

刀
ち

・靫
ゆき

・鞆
とも

・矛
ほこ

）など各種の埴輪が出土しています。

　生出塚遺跡で作られた埴輪は関東地方各地の古墳に用いられていたことがわかっています。生

出塚遺跡から約100km離れた古墳にも埴輪は供給されており、その運送方法は舟ではないかと

考えられています。埴輪は、生出塚遺跡の近くで舟に載せられ、近くの船着き場を経由して元荒

川を南下したか、生出塚遺跡から元荒川を遡
そじょう

上し、荒川に合流した後に、南下し東京湾に出てい

たとも考えられています。

　神奈川県内では、川崎市稲
いなりづか

荷塚古墳、日
ひなた

向古墳、久
ひさもとやま

本山古墳、横浜市北
ぼっかど

門１号墳などから生出

塚遺跡で作られた埴輪が出土しています。

―生
お い ね づ か い せ き

出塚遺跡―

41　人物埴輪（貴人埴輪）

（埼玉県鴻巣市生出塚遺跡出土） 43　窖窯の様子（24号窯）　

42　人物埴輪出土風景
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　横浜市緑区に所在し、鶴見川の支流である恩田川を望む台地上に位

置しています。出土した埴輪は市の指定文化財に平成 18年に指定さ

れています。

　発掘調査の結果、古墳が４基確認されています。なかでも１号墳の

周溝からは、円筒埴輪と形象埴輪（盾
たて

・太刀など）が出土しています。

１号墳は墳丘の径が約 16 ｍの円墳で、古墳時代後期（６世紀後半）

に築造と考えられています。埴輪は形状や工具の痕跡、胎
たい ど

土の蛍
けいこう

光 X

線
せん

分
ぶんせき

析（　　）から、生出塚遺跡で作られた埴輪であることがわかって

います。

　川崎市高津区に所在し、台地の先端付近に立地していた

と考えられています。現在は古墳の墳丘を確認することは

できず、墳形・規模ともに不明ですが、久本山古墳出土と

されている円筒埴輪と人物埴輪が伝えられています。

　久本山古墳出土の円筒埴輪は、突帯の形状の違いから二

種類に大別されます。Ⅰ群とされている円筒埴輪は同市、

末
すえながくぼだい

長久保台古墳出土の円筒埴輪とハケメの痕跡が一致しま

す。Ⅱ群とされている円筒埴輪は、東京都大田区多
たまが わ だ い

摩川台

古墳群第１号墳出土の埴輪との類似が指摘されており、ハ

ケメから生出塚遺跡で作られた埴輪と判明しております。

一方、人物埴輪については、耳飾りなどの表現方法の特徴

から生出塚遺跡以外で作られたと考えられています。

―北
ぼっかど

門１号墳―

―久
ひ さ も と や ま こ ふ ん

本山古墳―

44　人物埴輪

（横浜市北門１号墳出土）　

　頭に、とんがり帽子を

被
かぶ

っています。服の表現

があり、左前（あわせが

左上）で服を着ていたこ

と、服の合わせ目にはリ

ボンで結んでいたことが

わかります。

　袖が筒状に広がってい

るのが、この埴輪の特徴

です。生出塚遺跡で作ら

れ、北門１号墳に供給さ

れたと考えられています。

45　人物埴輪

（横浜市北門１号墳出土）　

　頭頂部には、髪を結っ

ている（島
しまだまげ

田髷）表現が

残っています。首には、

丸玉の粘土がついており、

首飾りの表現があります。

46　円筒埴輪　（川崎市久本山古墳出土）　

　ハケメの特徴から、生出塚遺跡で生産され

たものと特定されています。　

　胎土とは、埴輪を作るの

に使われた、粘土と砂礫（砂

や小石）を混ぜ合わせたも

ののことだよ。地域ごとに

粘土や鉱物には違いがある

んだ。胎土に含まれる「元

素」の成分や量を科学的に

分析する方法を蛍光 X 線分

析というよ。これを行うと、

どこの地域の粘土を使っ

て埴輪を作ったかわかるん

だ。
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　朝顔形埴輪は、円筒埴輪に壺をのせた状態を表現

した埴輪です。形態の特徴は、丸い肩にくびれた頸部、

ラッパ状に口縁が開くことです。開いた口縁が朝顔

の花弁に見えることから、朝顔形埴輪と名づけられ

ました。円筒埴輪に続き、４世紀初頭に登場した朝

顔形埴輪は、埴輪が作られなくなる６世紀後葉～７

世紀初頭まで、持続して作られていきます。

　初期の朝顔形埴輪では、壺の胴部が円筒部の径よ

りも大きくはみ出して表現されていました。しかし、

後期のものになると、表現が簡略化され、円筒部と

一体化します。

　６世紀になると、小さな古墳がたくさん作られるようになります。とりわけ、小さな古墳がた

くさん集まる群
ぐんしゅうふん

集墳が各地で造られるようになります。これまで、古墳を作ることのできなかっ

た有力者たちにまで、古墳造営が広がります。古墳の数が増えることに比例して、埴輪を作る数

も増えました。数が増えるにともない、埴輪のモチーフや表現には地域色が出現し、東日本では

近畿地方の埴輪文化とは異なる独自の埴輪が作られるようになります。

　本章では、古墳時代後期（５世紀末葉）以降の埴輪を中心に神奈川県で出土した、様々な埴輪

の一部をご紹介いたします。

―朝顔形埴輪―

Ⅲ． 　かながわのはにわ

47　朝顔形埴輪

（藤沢市江
えのしまじんじゃ

島神社辺
へ つ み や

津宮周辺出土）

　朝顔形埴輪の口縁部です。外面は縦方向のハケ

調整が施されています。

48　朝顔形埴輪

（横浜市港北区日
ひよし や が み

吉矢上古墳周辺出土）

　朝顔形埴輪の円筒部と壺の頸部です。

透孔付近に４本の斜線が刻まれている

のが特徴的です。

50　朝顔形埴輪

（横須賀市蓼
たではら

原古墳出土）

49　朝顔形埴輪

（横浜市戸塚区上
かみやべちょうふじさん

矢部町富士山古墳出土）
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　円筒埴輪は、特殊器台がもとになって作られた埴輪です。３世紀後半から登場し、埴輪が消滅

するまで継続して使われました。登場した当初は、２ｍ以上の大型円筒埴輪も作られていました

が、古墳時代の後半には、１ｍに満たない小型の円筒埴輪の生産が主流になります。

―円筒埴輪―

51　円筒埴輪

（藤沢市江島神社辺津宮周辺出土）

　円筒埴輪の下半部が残っています。透

孔は第二段目に空けられており、円形ま

たは、半円形をしていると思われます。

52　円筒埴輪

（三浦市金
かなほりづか

堀塚古墳出土）

56　円筒埴輪

（厚木市登
どうやま

山１号墳出土）

58　円筒埴輪

（横浜市戸塚区上矢部町富士山古墳出土）

54・55　円筒埴輪（大磯町坊
ぼうち

地古墳出土）

　一つの古墳から胎土の色が異なる埴輪が出土しています。左が黄白色系で、

右が明赤褐色系の色をしています。色の違いや製作技法の違いは工人集団の

違いにもつながります。坊地古墳は二つの供給先から埴輪を搬入していたの

かもしれません。

59・60　円筒埴輪

（横須賀市八
やわたじんじゃ

幡神社４号墳出土）

53　円筒埴輪

（川崎市高津区末
すえながくぼだい

長久保台古墳出土）

57　円筒埴輪

（横須賀市蓼原古墳出土）
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　家形埴輪は、４世紀前半に登場します。神殿、住居、倉庫などを模
かたど

り、古墳時代の建物を具体

的に表現しています。屋根の構造から「切
きりづまづくり

妻造」「寄
よせむねづくり

棟造」「入
いりもやづくり

母屋造」にわけることができます。

また、平
ひらや

屋か高床かによって「平
へいちしき

地式」「高
たかゆかしき

床式」にもわけることができます。

　切妻造は、屋根の屋上部から２方向に屋根が山形に傾斜するものをいいます。

　寄棟造は、４方向に傾斜する屋根をもつものをいいます。四柱とも呼ばれています。

　入母屋造は、寄棟造の屋根を下、切妻造の屋根を上にして作られたものをいいます。

　平地式は、地面が床についている構造のものをいいます。高床式は、床が地面から離れている

構造で、高床式倉庫などを表しています。

―家形埴輪―

61　家形埴輪

（厚木市登
どうやま

山１号墳出土）

　厚木市登山１号墳からは、ほぼ完形の家形埴輪が出土

しています。屋根の構造から寄棟造と考えられています。

　また、屋根の上には堅
か つ お ぎ

魚木の表現があります。

62　家形埴輪の種類と名称

　家形埴輪の種類はほかにも

「入母屋造＋高床式」などがあ

るよ。家の中がみえるような開

放的な家形埴輪もあるよ。
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　器財埴輪は威
い ぎ ぐ

儀具（権力者が身分や、威
いげん

厳を示すために用いた特別な道具）や武器・武具など

を模り作ったものです。器財埴輪は4世紀中葉から登場します。当初は、実物を忠実に作ってい

ましたが、時期が下るにつれ小型化や線刻表現などによる省略化が進みます。

　器財埴輪の一つに翳
さしば

形埴輪があります。翳形埴輪は長い柄のついた団
うち わ

扇のような形状をして

います。翳という、従者が貴人の顔を隠すためにかざすものをモデルにしています。翳形埴輪に

は、中央に円孔があるものと、円孔をもたないものの二種類があります。

　大刀形埴輪は、５世紀中葉に近畿地方で登場し、関東地方では６世紀になって盛んに作られる

ようになります。大刀形埴輪は、細長い円筒の上に柄
つか

を取り付けて表現しています。刀身の表現

はなく、鞘
さや

の中に納めた状態をかたどっています。

―器財埴輪―

63　翳形埴輪（横浜市緑区北門１号墳出土）

　放射線状に線が刻まれており、団扇の骨を表現し

ていると考えられます。

64　翳形埴輪

（埼玉県鴻巣市生出塚遺跡出土）

　円孔をもたない種類の翳形埴

輪です。円筒の器台に細長い粘

土紐を貼り付けて柄を表してい

ます。三つ葉形は、団扇の要
かなめ

を

表しています。要から放射線状

に開く扇面が表現されています。

65　大刀形埴輪

（横浜市緑区北門１号墳出土）

　三
み わ だ ま

輪玉の表現はありませんが、柄に

とりつける勾
まがりがね

金を模った部分を表して

います。

66　大刀形埴輪

（埼玉県鴻巣市生出塚遺跡出土）

　勾金には三輪玉が装飾されています。板

状の鍔からたれさがった粘土紐は、腰に装

着するときの紐の可能性があります。

67　大刀形埴輪の部位名称
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　盾
たて

形埴輪は、器財埴輪のなかでも最初期に登場し、最後まで

作られました。盾のモデルには木製と革製の２種類があります。

上辺が直線的なのが木製、弧状に膨らむのが革製を模したもの

であることが多いようです。盾面には鋸
きょしもん

歯文や直
ちょっこもん

弧文（　　）な

どの文様が施されることがあります。

　靫
ゆき

形埴輪は、鏃
やじり

を上に向けて矢を納め、背中に背負って使う道具を模った埴輪になります。

靫形埴輪には大別して二種類あります。一つは矢筒部分が四角い箱形で、周囲に鰭
ひれかざ

飾りの背
せいた

板が

ついている大型で豪華なつくりです。近畿地方を中心に４世紀後半から５世紀後半まで作られて

いました。二つ目は、円筒形の台部の上に奴
やっこ

凧
だこ

形の背板を取り付けたものです。鏃は粘土紐や

線を刻んで表します。この靫形埴輪は、主に６世紀代の関東で見られます。

68・69　器財形埴輪

（横浜市緑区北門１号墳出土）

　粘土紐で紐の輪っかを表現しています。

この表現から、この二つの埴輪は、太刀

形埴輪の鞘部分か、靫形埴輪の背負い紐

部分の表現のものと考えられます。

72　盾形埴輪（横浜市緑区北門１号墳出土）

　基底部から盾下半部が残っています。上

半部が残っていないので、木製と革製どち

らを模しているのかは不明です。

70　靫形埴輪

（埼玉県鴻巣市生出塚遺跡出土）

　奴凧を思わせる鰭状の飾りが

ついています。矢筒の周りや裾

の部分には鋲留めの表現があり

ます。

71　靫形埴輪の名称

　鋸歯文は、のこぎりの歯のように三角形を連続さ

せた文様のことだよ。イメージとしてはこんな感じ

（　　　　　　）かな。中の斜線はあったり、なかったり

するし、斜線の向きが違ったりするよ。

　直弧文は、直線と弧線を複雑に組み合わせた文様のこ

とだよ。イメージとしてはこんな感じ（　　　　）かな。
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　動物埴輪は４世紀中葉に登場します。動物埴輪にはたくさんの種類があります。鳥（ 鶏
にわとり

、

水
みずとり

鳥、鵜
う

、鷹
たか

）、馬、鹿、犬、 猪
いのしし

のほか、珍しいものでは魚などの埴輪があります。

　神奈川県内でも、動物埴輪の出土が確認されています。その多くは、馬形埴輪や鳥形埴輪です。

馬形埴輪は日本列島に乗馬の風習が伝わり、古墳に馬具が副
ふくそう

葬されるようになる５世紀中葉から

作られるようになります。登場した当初は、蹄
ひづめ

の表現などがあり、馬具なども本物に忠実に表現

していました。しかし、時代が経つにつれ、蹄の表現はなくなり脚が長く伸び、先端まで円筒状

に作られるようになります。

　馬形埴輪には二種類あります。一つ目は、馬具を身に着けた馬形埴輪です。飾り馬ともいわれ

ています。二つ目は、面
おもがい

繋と手
たづ な

綱を付けただけで、そのほかの装飾がない馬形埴輪です。裸
はだか

馬
うま

と

もいわれています。馬形埴輪が登場する５世紀中葉から、埴輪がなくなる６世紀末～７世紀初頭

までの間、全期間を通して、作られました。

―動物埴輪―

76　馬形埴輪

（川崎市高津区末長久保台古墳出土）

　馬形埴輪の脚部分です

77　馬形埴輪（川崎市高津区稲荷塚古墳出土）

　鞍や鐙などの馬具の表現があります。飾り馬と

してつくられました。

78　馬形埴輪の部位名称

74　馬形埴輪（厚木市登山１号墳出土）

　馬形埴輪の顔部分です。手綱や面繋と思われる紐の表現

があります。

73　馬形埴輪（厚木市登山１号墳出土）

　馬形埴輪の顔部分です。鏡板と引手の表現があります。

75　馬形埴輪（川崎市高津区末長久保台古墳出土）

　馬形埴輪の尾の部分です。紐を巻き付けている尻尾の表

現があります。
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　神奈川県内で馬形埴輪の次に出土事例が多いのは鳥形埴輪です。鳥形埴輪は４世紀中葉から登

場します。鳥形埴輪には、鶏、水鳥、鵜、鷹（猛
もうきんるい

禽類系）等の種類があり、一番古くに登場する

のは鶏形埴輪で、次に登場するのは水鳥です。

　鶏形埴輪は、その名前のとおりニワトリを模しています。鶏形埴輪は、動物埴輪のなかでもっ

ともはやく４世紀中葉から登場します。頭に鶏
とさか

冠をもち、翼や尾
おばね

羽の表現が線刻でなされていま

す。脚の表現はほとんど省略され、円筒部と一体になっています。

　水鳥形埴輪は、鶏形埴輪よりやや遅れた４世紀後半から登場します。水鳥形埴輪のモチーフは、

ハクチョウなどの渡り鳥とされています。　

　神奈川県内では、鳥形埴輪の出土事例として、鶏形埴輪や水鳥形埴輪が確認されていますが、

鵜や鷹をモチーフにした埴輪は神奈川県内での出土事例は現在、確認されておりません。　

79　鳥形埴輪（川崎市高津区西福寺古墳出土）

　鳥形埴輪の頭部です。頭のてっぺんに鶏冠の表現

があることから、鶏と思われます。

81　鳥形埴輪（厚木市登山１号墳出土）

　鳥形埴輪の頭部です。

82　鳥形埴輪（厚木市登山１号墳出土）

　鳥形埴輪の頭部です。

83　鳥形埴輪（厚木市登山１号墳出土）

　鳥形埴輪の頭部です。頭のてっぺん

に鶏冠の表現があるため、雄鶏と考え

られています。

80　鳥形埴輪（横浜市戸塚区上矢部町富士山古墳出土）

　鳥形埴輪の基底部以外が出土しました。くちばしがアヒル

のようになっているので、水鳥と考えられています。
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　人物埴輪は、５世紀中葉から登場します。人物埴輪には貴
きじん

人や武
ぶじ ん

人、馬ひき等のさまざまな職
しょく

掌
しょう

の人々が表現されています。人物埴輪の所作には一定の法則があります。座っている姿で作ら

れた坐
ざぞう

像、足元まで表現されている全身立像、腰まで表現された半身立像に分けられます。

　坐像は埴輪が置かれた場面で最も身分の高い人物を示します。椅子に座って表現されることが

多いです。全身立像は男性の場合が多く、甲
かっちゅう

冑の表現がある武人、正装をした身分の高い貴人

等がいます。半身立像で多くみられるのは女性です。両手を胸の前に掲げて、飲食物などを捧げ

る所作をした女性の埴輪は食事や身の回りの雑事を取り仕切っていた采
うねめ

女ではないかと考えられ

ています。男性の半身立像もあります。そのなかで、馬形埴輪の近くで片腕を掲げているのは馬

をひいている姿を表している馬ひきと考えられています。有名な「踊る埴輪」も、実際は踊って

いるのではなく、馬ひきだと考えられています。

　女性埴輪を見分けるポイントは、第一に胴部に胸の表現があるかです。胸の表現がある場合

は、女性を表しています。第二に髪型です。髪の毛を頭の上で結び、前後に折り返して束ねる髪

型（島
しまだまげ

田髷）は女性の髪型を表現しています。埴輪では上記の髪型を、板状に表現し、真ん中に

紐の表現をつけて表しています。第三に衣装です。布を片方の肩の上で結んで、裾が広がった表

現をしているものを袈
けさじ ょ う い

裟状衣といいます。この服を着ている埴輪は、女性です。

　男性埴輪を見分けるポイントは、第一に髪型です。男性埴輪は女性埴輪と比較すると、髪型の

種類が多いです。前髪を真ん中で分けている、振り分け髪の表現や、耳の両側で髪の毛を束ねる

髪型（美
み ず ら

豆良）の表現をしている埴輪は、男性の埴輪です。美豆良には、おさげのようにしてい

る下げ美豆良と、折り返して短くまとめる上げ美豆良の表現があります。下げ美豆良は高貴な身

分の証でもあります。第二に衣装です。男性の埴輪は、冠や頭部を覆うさまざまな帽子をかぶっ

ていることがあります。腰帯を伴う上衣、袴
はかま

、籠
こ て

手、大刀なども身に着けています。

―人物埴輪―

84　女性の衣装 85　男性埴輪の髪型

　左の下げ美豆良は身分の高い人物の髪型であることが多

いです。右の上げ美豆良は身分の高くない人（馬ひき等）

の髪型として使われることが多いです。
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89　人物埴輪

（横須賀市蓼原古墳出土）

　手を大きく広げるしぐさをしていま

す。首には勾玉の首飾り、腰回りに帯

を付けています。

90　人物埴輪

（川崎市高津区久本桃之園古墳出土）

　なにかを捧げるように手を前に差し出

すしぐさをしています。耳には耳飾り、

首には丸玉の首飾りをつけています。ま

た、左上から右下にかけて斜めに伸びる

襷の表現があります。

88　人物埴輪

（川崎市高津区久本山古墳出土）

　首には丸玉と勾玉の首飾りを二

連でつけています。また、耳には

耳飾りを付け、手首にも丸玉の腕

輪をつけています。頭のてっぺん

には竪櫛と思われる表現がありま

す。

86　人物埴輪

（川崎市末高津区末長久保台古墳出土）

　坩
かん

（小さな壺）を捧げ持つ所作をし

ています。髪型や衣服の表現は不明で

すが、捧げ持つ所作から女性の埴輪で

はないかと思われます。

87　人物埴輪

（厚木市登山１号墳出土）

　髪を結い（島田髷）、首元には首飾り

の表現があります。

　欠損しているので、詳細は不明ですが、

右腕を上げる所作をしております。

　何かを捧げるような、

両手を前に差し出すしぐ

さをしているのは、女性

の埴輪に多く確認されて

いるよ。ほかにも、両腕

を上にあげるしぐさをし

ている女性の埴輪も見か

けるね。
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92・93　人物埴輪（厚木市登山１号墳出土）

　髪を頭頂部で束ね、島田髷を結っています。写真右側の埴輪には、耳
じかん

環とい

う耳飾りの表現もあります。

94　人物埴輪

（厚木市登山１号墳出土）

　顔の脇に美豆良の跡があるため、こ

の埴輪は男性の埴輪と考えれていま

す。

91　人物埴輪

（川崎市中原区上丸子古墳出土）

　人物埴輪の頭部です。頭頂部に何か

が取れたような痕跡があるため、島田

髷が剥離した痕だと考えられています。

95　人物埴輪

（厚木市登山１号墳出土）

　人物埴輪の頭部です。帽子の表現と

美豆良の痕跡があるため、男性の埴輪

です。また、顔や首周りに朱を塗って

います。

97　人物埴輪（横須賀市蓼原古墳出土）

　人物埴輪の頭部です。とんがり帽子の縁には帯状の表現があります。さらに

その上には、四角状の飾りが貼り付けられています。

　髪は三方に分け、両耳のところで下げ美豆良に結っています。残りの髪は後

方で束ねています。顔や美豆良には、赤い彩色が施されています。

96　人物埴輪

（川崎市中原区上丸子古墳出土）

　人物埴輪の頭部です。真ん中から二

つに分けた髪（振り分け髪）を美豆良

に結っています。

　盾
たてもちびと

持人埴輪は、大きな盾から顔を出した姿の埴輪です。出現時期は、人物埴輪のなかでは一番

古く、東日本では、古墳時代中期末に多く作られました。人間の頭と盾が一体化したような姿を

しており、手足が表現されないのが特徴の埴輪です。古墳と被葬者を悪いものから守る役割を担っ

ていたと考えられています。盾持人埴輪は頭部・円筒部・盾部の三つのパーツで構成されます。

円筒部の上に頭を載せ、円筒部の前面に盾部を貼り付けるのが基本の作り方になります。しかし、

時代を経るにつれて、円筒部の両脇に鰭
ひれ

のように板状のものを貼り付けて、円筒部の前面と板状

の鰭をもって盾部にする表現が表れます。
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102　人物埴輪

（厚木市登山１号墳出土）

　頭部には、衝角付冑を被っており、

髪は下げ美豆良です。右腕を前に出す

しぐさ、腰には大刀を佩
は

いています。

足には、袴のひざ下を紐で結ぶ表現

（脚
あゆい

結）が見られます。

99　盾持人埴輪

（横浜市戸塚区上矢部町富士山古墳出土）

　頭部には帽子の表現があります。耳

の表現なのか、孔があいています。

　首回りを一周するかのように粘土紐

が貼り付けられています。

　盾は胴体である円筒に貼り付けられ

ています。また、盾の上部には、並行

に３本の線を引き、その間に鋸歯文が

施されています。

　武
ぶじ ん

人埴輪は、その名前のとおり、武人を表しています。頭

に被っているのは衝
しょうかくつきかぶと

角 付 冑、上半身から太ももまでを守る

挂
けいこう

甲、草
くさずり

摺、腕を保護する籠手を着用している表現があります。

100　盾持人埴輪

（川崎市高津区久本桃之園古墳出土）

　頭部は上部が広がり、帽子を被って

います。耳には耳飾りの表現がありま

す。

　盾の左右は内側に弓なりにくびれて

います。また、盾には、鋸歯文が横３

段に施されています。

101　人物埴輪

（川崎市中原区上丸子古墳出土）

　後頭部と頸部を覆う表現があります。

鋲留めの表現はありませんが、冑の表

現です。また、耳の近くには美豆良の

表現の痕跡があります。

　腕の所作から、大刀を抜く抜刀の

ポーズをしていた可能性があります。

98　盾持人埴輪

（横浜市戸塚区上矢部町富士山古墳出土）

　頭部には帽子の表現があります。耳

の表現なのか、孔があいています。

　盾は胴体の円筒に貼り付けられてい

ます。盾上部には、並行に線を３本ひ

き、その間に鋸歯文が施されています。

また、平行にひかれた線の上には、刺

突文が施されています。
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103　人物埴輪

（厚木市登山１号墳出土）

　頭部には帽子や頭髪の表現が見られ

ないことから、この埴輪はもともと坊

主頭だったと思われます。耳には耳飾

りの表現があります。

　右腕の状況から、肩腕を上にあげる

しぐさをしていたと思われます。下腹

部には粘土が剥がれた痕跡があること

から、褌を締めていたと考えられます。

足には指の表現と、甲には円錐形の突

起がついています。

105・106　人物埴輪（川崎市高津区末長久保台古墳出土）

　どちらも類似している埴輪です。全身立像の円筒部と足の一部が残ってい

ます。地面を踏みしめているような足が貼り付けられています。足の甲には、

小さな粘土の塊が円錐形に貼り付けられています。指もとれてしまっている

部分は多いですが、１本ずつ粘土で張りつけて表現しています。

　足部分のみの出土ですが、足の甲に円錐形の粘土を貼り付けている厚木市

登山１号墳出土の力士埴輪との類似性から、この埴輪も力士埴輪と考えられ

ています。

　相撲をとる力士を模した埴輪は、日本各地から出土しています。古墳時代に広く、相撲が行わ

れていたことがわかります。力士埴輪のポーズには、両手を前に出し、取り組みの所作をしてい

る姿と、肩腕を上げもう片方の腕を腰に着けた現在の土俵入りのような姿があります（　　）。

　多くの力士埴輪の共通点は、 褌
ふんどし

をつけていることです。両足の表現があり全身立像で作られ

ることも特徴として挙げられます。ほかにも、足の甲に突起がついている力士埴輪や、頭髪の表

現が坊主頭や髷を結っている力士埴輪もあります。

104　人物埴輪

（川崎市末高津区末長久保台古墳出土）

　人物埴輪の頭部です。髪の表現が見

られないことから、坊主頭の埴輪と思

われます。

　同古墳から力士埴輪の足と思われる

埴輪が出土していることから、力士埴

輪の頭部と考えられています。

　片手をあげる姿は四
し こ

股を踏ん

でいる姿だって言われている

よ。四股を踏むのは、地面にあ

る悪いものをはらうための所作

だっていわれているんだ。
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　琴を弾く埴輪の多くが、椅子に座り、膝

の上に琴を置いています。現在のところ、

琴を弾く埴輪の性別は男性であることが多

いです。

　共通点としては、帽子のような被り物が

あり、髪型は下げ美豆良、腰には太刀の表

現が見受けられます。琴は指で爪
つま び

弾く表現

と、撥
ばち

を使っている表現の２種類があります。

107　人物埴輪（横須賀市蓼原古墳出土）

　頭にとんがり帽子を被り、下げ美豆良を長く垂らし

ています。首飾りと腰には幅広の帯を巻いています。

　椅子に座っており、琴は４弦を表すように粘土紐が

４本並行についています。右手の先端部が欠損してい

ることから、撥を持っていた可能性があります。顔と

帯には赤い彩色が施されているのがわかります。

本章で紹介した埴輪の出土遺跡一覧

　・日
ひよし や が み

吉矢上古墳：横浜市港北区に所在。古墳時代中期（５世紀中葉）の円墳。

　・上
かみやべちょうふじさん

矢部町富士山古墳：横浜市戸塚区に所在。古墳時代後期（６世紀中葉から後半）の円墳。出土した埴輪は市の指

　　定文化財に平成３年に指定されています。

　・蓼
たではら

原古墳：横須賀市所在。古墳時代後期（６世紀中葉）の帆立貝形古墳。出土した埴輪は市の指定文化財に平成　

　　15年に指定されています。

　・金
かなほりづか

堀塚古墳：三浦市所在。古墳時代後期（６世紀）と考えられていますが、詳細は不明です。

　・坊
ぼうち

地古墳：大磯町所在。古墳時代後期（６世紀初頭）と考えられていますが、詳細は不明です。

　・江
えのしまじんじゃへつみや

島神社辺津宮：藤沢市に所在。埴輪は開発工事中に発見。古墳の存在については不明のままです。

　・登
どうやま

山１号墳：厚木市に所在。古墳時代後期（６世紀初頭）の円墳。

　・末
すえながくぼだい

長久保台古墳：川崎市に所在。古墳時代後期（６世紀初頭）の円墳もしくは帆立貝形古墳と考えられています。

　・八
やわた

幡神社４号墳：横須賀市に所在。古墳時代後期（６世紀中葉）の円墳。

　・稲
いなりづか

荷塚古墳：川崎市に所在。古墳時代後期（６世紀後葉から末葉）の円墳と考えられています。

　・久
ひさもと

本桃
もものえん

之園古墳：川崎市に所在。古墳時代後期（６世紀）の円墳と考えられています。

　・上
かみまるこ

丸子古墳：川崎市に所在。埴輪の形状から古墳時代後期（６世紀中葉）と考えられていますが、詳細は不明です。

　大変盛んに作られた埴輪も、６世紀末以降は衰退します。前方後円墳と埴輪を用いて、近畿地

方の大王を頂点とした有力者たちとの連合を示した時代は終わりを迎えました。

　７世紀以降は仏教文化が新時代の象徴として、列島に広まります。そして法による律令国家の

構築を目指す動きが加速していきます。

Ⅳ． おわりに
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27 栃木県立しもつけ風土記の丘博物館2001『第15回企画展　ようこそ！はにわのふるさとへ―関東の埴輪窯跡を訪ねて―』栃木県教育
委員会

28 浜田晋介1991「川崎の埴輪」『川崎市市民ミュージアム紀要』第４集、川崎市市民ミュージアム
29 浜田晋介1996「川崎の埴輪Ⅱ」『川崎市市民ミュージアム紀要』第９集、川崎市市民ミュージアム
30 春成秀爾2011『祭りと呪術の考古学』、株式会社塙書房
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